
『固有種が教えてくれること』②　　（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　）

〇　資料と対応している文章の始めの五文字を抜き出し、そこから読み取れる効果を考えよう

資料１：対応している文章（日本に固有　　）139ページ8行目

資料２：対応している文章　
図１（日本列島は　）１４０ページ５行目　図２（アマミノク　）１４０ページ１２行目　
図３（同じように　）１４１ページ８行目　図４（北海道が大　）１４１ページ１１行目　

資料３・４：対応している文章（それは、日　）１４２ページ９行目

資料５：対応している文章（最もよく知　　）１４３ページ７行目

資料６・７：対応している文章（ニホンカモ　　）１４４ページ８行目

〇　資料を用いる良さ
　　・　文章で書いたことが、より分かりやすくなる。
　　・　文章の説得力が増す。
　　・　一目見て分かりやすい。
　　・　２つのことを関連させて示すことができる。

めあて　文章を読んで、資料を用いる良さを考えよう





読み取れること・筆者が伝えたいこと・資料の効果


大陸に近い島国の日本とイギリスだが、日本には「固有種」が多く、イギリスには「固有種」がいない。


地図があることで、日本とイギリスが大陸に近い島国だということが分かりやすい。表があることで、日本とイギリスの対比が見やすい。








読み取れること・筆者が伝えたいこと・資料の効果　


３つの地域が、大陸から切りはなされて島になった時期がそれぞれ違うこと。


日本が、長い年月をかけて大陸から島国になったこと。


地図と年表があることで、本文の説明が分かりやすい。











読み取れること・筆者が伝えたいこと・資料の効果


寒い地域からあたたかい地域までの気候的なちがいが大きい。


平地から山岳地帯まで変化に富んでいる。


気温の変化や標高の違いが、色分けによって分かる。











読み取れること・筆者が伝えたいこと・資料の効果


人間の活動によって、固有種が減ってきていること。


絶滅した動物が見て分かる。


文章だけでは分からない。

















読み取れること・筆者が伝えたいこと・資料の効果


天然林の減少するのにともなって、ニホンカモシカがほかくされるようになったこと。


２つのグラフがあることで、天然林とニホンカモシカのほかく数の関係性が分かる。


固有種の保護と生息環境のバランスが重要。














振り返り　今日の授業で学んだことや友達の意見を聞いて思ったことを中心に書こう









